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今月の掲載内容

・
お
大
師
さ
ま
御
生
誕

　
一
二
五
〇
年
に
思
い
を
馳
せ
て�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
五
年
一
月
六
日
発
行

発
行
所
　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
　
電
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

つ
つ
が
な
く
令
和
五
年
の
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
寿
ぎ
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、

太
元
帥
大
法
を
厳
修
す
る
事
が
で
き
、
世
に
不
安
が

多
く
あ
る
な
か
、
歴
史
と
伝
統
の
中
、
如
何
に
「
平

和
」
を
願
い
、
祈
っ
て
き
た
か
を
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
醍
醐
寺
と
致
し
ま
し
て
も
、
一
山
あ
げ
て
、

法
流
の
継
承
を
し
っ
か
り
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。
宗
内
の
皆
々
様
に
は
種
々
ご
尽
力

賜
り
ま
し
た
こ
と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
は
、
更
に
、
お
大
師
さ
ま
の
御
誕
生
一
二
五
〇
年

の
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。
お
大
師
様
が
望
ま
れ
た
、

「
自
然
と
共
に
あ
る
人
類
社
会
」
へ
の
御
教
え
を
今

こ
そ
実
現
に
向
け
て
、
世
界
に
向
け
て
発
信
す
べ
き

時
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

醍
醐
寺
は
、
醍
醐
寺
初
代
座
主
観
賢
僧
正
が
大
師

号
の
下
賜
を
願
い
出
た
際
、
醍
醐
天
皇
が
空
海
上
人

の
ご
業
績
を
称
え
、「
弘
法
利
生
」
と
い
う
言
葉
の

中
の
「
弘
法
」
と
い
う
二
字
を
と
り
、
大
師
号
を
お

贈
り
に
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
弘
法
利
生
」
と
い

う
言
葉
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
空
海
上
人

は
他
の
命
を
重
ん
じ
、「
心
の
営
み
」
に
お
も
む
き

を
お
き
、
人
が
人
を
思
う
心
を
大
切
に
さ
れ
、
自
分

を
支
え
る
人
々
へ
の
「
恩
」
と
し
て
御
教
え
の
柱
に

お
き
ま
し
た
。
更
に
、
聖
宝
様
は
、「
実
修
実
証
」

の
言
葉
の
な
か
に
、
そ
の
実
践
の
大
切
さ
を
解
き
、

世
の
た
め
人
の
為
に
仏
法
を
学
び
、
実
践
す
る
こ
と

を
解
き
残
さ
れ
ま
し
た
。	

そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
祈
り
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

の
が
他
の
命
を
重
ん
じ
、「
人
が
人
に
対
し
て
祈
り
、

命
が
命
に
対
し
て
祈
る
」
と
い
う
行
為
が
基
本
と
な

る
、「
空
」
の
思
想
で
あ
り
、「
利
他
」
の
実
践
で
す
。

自
然
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
は
多
く
の
命
と
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
、
過
ぎ
去
っ
た
命
が
な
け
れ
ば
今
の
私

達
の
命
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
命
の
繋
が
り
に
思
い

を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
心
」
を
も
つ
こ
と
が
、

人
が
生
き
る
意
義
で
す
。

大
き
な
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
、
自
ら
を
見
つ
め
、

実
践
し
て
い
く
姿
を
共
々
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

お
大
師
さ
ま
御
生
誕
一
二
五
〇
年
に
思
い
を
馳
せ
て

令
和
五
年
干
支
「
卯
」

　
　
座
主
　
仲
田
順
和
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▼
度
牒
授
与

　
　

修
験
籍

九
月
五
日

�

大　

阪　
　
　

高
橋　

英
清

▼
教
師
補
任

　
　

本
宗
籍

十
月
二
十
一
日

　
　
　

権
少
僧
正�

大　

阪　
　
　

麻
生　

祥
光

　
　
　

権
少
僧
正�

大　

阪　
　
　

小
松　

光
昭

　
　
　

権
少
僧
正�

神
奈
川　
　
　

仲
田　

順
昌

　
　
　

権
少
僧
正�

神
奈
川　
　
　

仲
田　

晶
弘

　
　

修
験
籍

九
月
五
日

　
　
　

権
律
師�

大　

阪　
　
　

高
橋　

英
清

　
　
　

権
律
師�

大　

阪　
　
　

長
山　

春
静

▼
僧
階
昇
補

　
　

本
宗
籍

九
月
十
五
日

　
　
　

権
少
僧
都�

東　

京　
　
　

西
郷　

俊
玄

九
月
二
十
八
日

　
　
　

権
少
僧
正�

兵　

庫　
　
　

長
島　

光
圓鰺

十
月
六
日

　
　
　

権
少
僧
正�

山　

梨　
　
　

坂
本　

正
文

　
　

修
験
籍

九
月
五
日

　
　
　

律　

師�

東　

京　
　
　

河
野　

聖
炎

▼
責
任
役
員
任
命

十
一
月
一
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

品
川
寺�

小
松　

庸
祐

�

麻
生　

弘
道

十
一
月
十
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

正
徳
院�

小
山　

昇
男

�

牧
野　

勝
利

�

小
林　

和
男

　
　
　

岐　

阜　
　
　

宝
泉
院�

小
森　

美
穂

�

篠
田　

幸
子

　
　
　

愛　

媛　
　
　

文
珠
院�

荒
井　

秀
幸

�

荒
井
由
香
里

　
　
　

愛　

媛　
　
　

萬
蔵
院
行
者
堂

�

荒
井　

秀
幸

�

荒
井
由
香
里

十
一
月
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

滿
願
寺�

栗
田　

勝
夫

�

栗
田　

洋
子

　
　
　

新　

潟　
　
　

常
楽
院�

加
藤　

慶
太

�

加
藤　
　

明

十
一
月
二
十
一
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

喜
寳
院�

森　
　

光
憲

�

森　
　

弘
子

十
一
月
二
十
四
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

三
光
院�

大
西
沙
智
子

�

大
西　
　

巧

十
一
月
二
十
六
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

慈
法
院�

門
馬　

圭
澄

�

酒
井
富
美
子

　
　
　

尾　

張　
　
　

滿
藏
院�

石
川　

満
寛

�

石
川　

絢
子

▼
総
代
委
嘱

十
一
月
一
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

品
川
寺�

天
野　

光
次

�

庄
司　

正
彦

�

佐
藤　

守
男

十
一
月
十
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

正
徳
院�

小
山　

昌
道

�

廣
川
美
佐
子

�
上
野　

信
義

　
　
　

岐　

阜　
　
　

宝
泉
院�
渡
邉　

七
穂

�
河
野　
　

渉
�

黒
木　

茂
治

　
　
　

愛　

媛　
　
　

文
珠
院�

青
野　

秋
則

�

奥
田　

篤
造

�

西
岡
こ
ず
え

録
　
事

　
　
　

愛　

媛　
　
　

萬
蔵
院
行
者
堂

�

西
岡
こ
ず
え

�

奥
田　

篤
造

�

加
川　

昭
三

十
一
月
二
十
一
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

喜
寳
院�

本
山　

浦
三

�

本
山　

定
夫

�

岡
山　
　

守

�

吉
永　

昭
則

十
一
月
二
十
六
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

慈
法
院�

藤
原　

吉
雄

�

渡
辺　

孝
治

�

藤
田　

茂
毅

　
　
　

尾　

張　
　
　

滿
藏
院�

石
川　

義
和

�

石
川　

英
世

�

石
川　

史
夫

▼
褒
賞
下
付

十
一
月
三
日

　
　
　

福　

岡　
　
　

阿
弥
陀
寺�

中
瀬　

久
隆

�

河
原　

章
三

�

河
原　

京
子

▼
承
認
・
証
明

十
月
二
十
日

　
　
　

三　

重　
　
　

滝
谷
山
不
動
院

　
　
　
　

�

土
地
購
入
並
開
発
資
金
と
し
て
銀
行
借
入

並
寺
院
墓
地
新
設
の
件

十
一
月
一
日

　
　
　

山
形
南
部　
　

常
寳
寺

　
　
　

山
形
南
部　
　

法
性
院

　
　
　
　

普
門
寺
へ
吸
収
合
併
の
件

▼
死
亡

三
月
三
日

　
　
　

京　

都　
　
　

度　

牒�

池
田　

文
峰



　　 別冊　宗派だより　令和５年１月号

3

御
親
教　

滋
賀　

岩
間
山
正
法
寺
開
山
千
三
百
年
御
開
帳
法
要

令
和
四
年
十
月
十
四
日（
金
）　

午
前
十
一
時
～

導　

師　

仲
田
順
和
管
長
猊
下　

御
手
替　

壁
瀬
宥
雅
宗
務
総
長

同
宗
連　

部
落
解
放
研
究
第
五
十
五
回
全
国
集
会

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日（
火
）・
十
六
日（
水
）

会　

場　

鳥
取
県
立
米
子
産
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

参
加
者　

大
阪　

本
宗
教
師　

西
内
克
修

教
学
研
修
会　

醍
醐
の
声
明
「
ハ
カ
セ
に
則
っ
た
声
明
の
唱
え
方
」

令
和
四
年
十
一
月
二
十
七
日（
日
）　

醍
醐
寺
研
修
棟

講　

師　

藤
澤
寛
秀
参
与

参
加
者　

福
島　

渡
辺
准
庵　

大
阪　

徳
野
亮
孝　

三
重　

田
村
眞
悠　

岡
山　

丹
上
妙
俊

　
　
　
　

三
重　

宮
津
智
光　

京
都　

増
田
浄
典　

静
岡　

永
田
宗
譽　

神
奈
川　

矢
ケ
﨑
我
浄

　
　
　
　

東
京　

中
村
文
耀　

大
阪　

齊
藤
眞
弘　

青
森　

蒔
田
大
就　

北
海
道　

門
馬
圭
澄

醍
醐
寺
献
茶
式

令
和
四
年
十
一
月
十
日（
木
）　

午
前
十
時
～	

伽
藍　

金
堂

裏
千
家　

十
六
代
坐
忘
斎
千
宗
室
お
家
元
ご
奉
仕

疫
病
退
散
・
萬
國
和
協
祈
願　

役
行
者
霊
蹟
札
所
会
二
十
周
年
慶
讃
柴
燈
大
護
摩
供
出
仕

令
和
四
年
十
一
月
十
日（
木
）　

午
後
二
時
～	

会
所　

大
阪　

法
楽
寺

声
明
公
演　

―
シ
ャ
ブ
ダ 

ビ
デ
ィ
ヤ
ー 

聲
明
― 

時
を
超
え
て
、
世
界
に
祈
る
。

令
和
四
年
十
一
月
二
十
七
日（
日
）　

午
後
六
時
三
十
分
～	

伽
藍　

金
堂

導　

師　

壁
瀬
宥
雅
執
行
長

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
※
納
入
期
限
は
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日（
金
）
と
な
り
ま
す
。

　
「
宗
費
割
当
額
報
告
書
」
を
未
提
出
の
宗
務
所
様
は
早
め
に
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僧
階
昇
補
な
ど
の
各
種
申
請
や
手
続
き
の
際
に
は
、
宗
費
賦
課
金
の
未
納
金
が
ご
ざ
い
ま
す
と
手

続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
部
よ
り

教
学
研
修
会

　

令
和
五
年
一
月
二
十
四
日（
火
）　　
　
　

醍
醐
寺
研
修
棟

　

午
前
十
時
三
十
分
～
十
二
時

　
　

恵
印
法
流
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

講
師　

仲
田
順
英
総
務
部
長

　

午
後
一
時
～
四
時
（
休
憩
あ
り
）

　
　

恵
印
法
要
の
概
説
と
声
明
に
つ
い
て　

講
師　

藤
澤
寛
秀
参
与

　

お
問
い
合
わ
せ
、
参
加
お
申
し
込
み
は
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は
本
庁
教
学
部
ま
で
。

節
分
会

　

令
和
五
年
二
月
三
日（
金
）　

午
後
一
時
～	

伽
藍　

清
瀧
宮

伝
法
灌
頂　

　

令
和
五
年
二
月
七
日（
火
）
開
壇

　

末
寺
徒
弟
の
伝
法
灌
頂
入
壇
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
醍
醐
寺
ま
で
。

五
大
力
尊
仁
王
会
前
行

　

令
和
五
年
二
月
十
五
日（
水
）
～
二
月
二
十
一
日（
火
）	

伽
藍　

金
堂

五
大
力
尊
仁
王
会

　

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日（
木
・
祝
）
終
日	

伽
藍　

金
堂

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　 別冊　宗派だより　令和５年１月号

4

北
海
道
宗
務
所

所

　長

　佐
々
木

　康

　勝

山
形
北
部
宗
務
所

所

　長

　茅

　原

　秀

　英

山
形
南
部
宗
務
所

所

　長

　堤

　
　
　全

　隆

新
潟
宗
務
所

所

　長

　小

　野

　雅

　康

山
梨
宗
務
所

所

　長

　壬

　生

　浩

　之

静
岡
宗
務
所

所

　長

　天

　野

　智

　文

三
河
東
部
宗
務
所

所

　長

　三

　宅

　俊

　充

三
河
西
部
宗
務
所

所

　長

　水

　野

　興

　爵

尾
張
宗
務
所

所

　長

　林

　
　
　
　
　聰

岐
阜
宗
務
所

所

　長

　小

　森

　芳

　順

三
重
宗
務
所

所

　長

　服

　部

　秀

　快

京
都
宗
務
所

所

　長

　松

　尾

　眞

　弘

奈
良
宗
務
所

所

　長

　村

　岸

　定

　光

大
阪
宗
務
所

所

　長

　肥

　田

　賢

　紹

兵
庫
宗
務
所

所

　長

　上

　林

　孝

　仁

美
作
宗
務
所

所

　長

　林

　
　
　晃

　州

備
前
宗
務
所

所

　長

　菅

　野

　孝

　仁

備
中
宗
務
所

所

　長

　黒

　山

　良

　淳

広
島
宗
務
所

所

　長

　村

　上

　公

　明

山
口
宗
務
所

所

　長

　河

　島

　法

　照

鳥
取
宗
務
所

所

　長

　城
光
寺

　照

　進

島
根
宗
務
所

所

　長

　福

　田

　快

　宥

高
知
宗
務
所

所

　長

　小

　松

　優

　心

香
川
宗
務
所

所

　長

　中

　筋

　高

　照

愛
媛
宗
務
所

所

　長

　佐
々
木

　康

　祐

福
岡
宗
務
所

所

　長

　浅

　井

　戒

　仁

大
分
宗
務
所

所

　長

　瀧

　本

　峰

　照

肥
前
宗
務
所

所

　長

　原

　
　
　峰

　善

熊
本
宗
務
所

所

　長

　藏

　本

　崇

　正

宮
崎
宗
務
所

所

　長

　谷

　山

　光

　信

全 国 宗 務 所 長

議

　長 

岩
鶴
密
雄

副
議
長 

大
原
弘
敬

 

髙
志
慈
海

 

森
村
政
昭

 

叶

　
義
啓

 

寶
川
良
隆

 

和
気
正
真

 

西
坂
栄
峰

 

奥
田
知
正

 

大
道
厳
猛

 

荻
原
隆
朝

 

岩
城
秀
親

真言宗醍醐派宗会議員

光

　台

　院
藍

川

全

浄

無
量
壽
院

髙

畑

隆

憲

大

　宝

　院
岩

鶴

密

雄

不

　動

　院
大

原

弘

敬

観

　音

　寺
瀧

澤

良

祐

総 本 山 醍 醐 寺 顧 問

敬
礼
三
宝

執
行
長
・
宗
務
総
長

執

　行
・
総
務
部
長

執

　行
・
教
学
部
長

執

　行
・
財
務
部
長

醍
醐
山
伝
法
学
院
院
長

総

　本

　山

　醍

　醐

　寺

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

壁

瀬

宥

雅

仲

田

順

英

浦

郷

宜

右

三

好

祥

徳

田

中

祐

考

座
主
・
管
長

仲

田

順

和

別
格
本
山

金
剛
王
院

住
職

　仲
田

　順
和

別
格
本
山

理

性

院
住
職

　壁
瀬

　宥
雅

別
格
本
山

報

恩

院
住
職

　壁
瀬

　宥
雅

別
格
本
山

無
量
壽
院

住
職

　髙
畑

　隆
憲

別
格
本
山

光

台

院
住
職

　藍
川

　全
浄

岳

西

院
住
職

　麻
生

　章
雄

菩

提

寺
住
職

　仲
田

　順
英

成

身

院
住
職

　百
目
鬼
幸
秀

醍 醐 寺 　塔 頭

執
行
長
・
宗
務
総
長

執
　
行
・
総
務
部
長

執
　
行
・
教
学
部
長

執
　
行
・
財
務
部
長

醍
醐
山
伝
法
学
院
院
長

総
　
本
　
山
　
醍
　
醐
　
寺

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

壁

瀬

宥

雅

仲

田

順

英

浦

郷

宜

右

三

好

祥

徳

田

中

祐

考

謹
啓 

新
春
の
候 

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
十
二
月
一
日
を
も
っ
て
内
局
の
職
責
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
役
員
一
同
「
実
修
実
証
」
の
み
教
え

の
も
と
、
本
山
護
持
及
び
宗
団
発
展
に
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
格
別
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

敬
　
具

　
令
和
四
年
十
二
月
一
日



5

　　 別冊　宗派だより　令和５年１月号

一
心
祈
願
験
門
繁
栄

法

縁

感

謝 

髙
尾
山
薬
王
院

貫

首

佐

藤

秀

仁

〒
一
九
三

－

八
六
八
六

東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
番
地

電
　
話 

〇
四
二
（
六
六
一
）
一
一
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
（
六
六
四
）
一
一
九
九

恭
賀
新
年

修
験
実
証

敬

神

崇

祖

　感

謝

報

恩

解

脱

会

法

主

岡

野

　英

祥

理
事
長

岡

野

　英

夫

令
和
五
年
癸
卯
年

　元
旦

〒
一
六
〇

−

〇
〇
〇
七

東
京
都
新
宿
区
荒
木
町
四
番
地

電
話
〇
三
︵
三
三
五
三
︶
二
一
九
一

北
海
道
宗
務
所

敬
礼
三
宝

〒
〇
七
八―

三
三
〇
四

北
海
道
留
萌
郡
小
平
町
本
郷
　
観
音
寺
内

電
　
話
（
〇
一
六
四
）
五
六―

二
二
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
六
四
）
五
六―

二
二
七
二

荻
原
隆
朝

黒
岩
聖
款

佐
々
木
康
勝

荻
原
隆
信

地
山
敬
胤

棚
村
憲
昭

伊
藤
一
寛

瀬
尾
秀
峰

大
心
寺

弘
法
寺

観
音
寺

龍
光
寺

龍
照
寺

赤
不
動
院

修
法
寺

金
剛
寺

顧

問

顧

問

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

宗
務
所
下
寺
院
住
職
一
同

山
形
北
部
宗
務
所

敬
礼
三
宝

〒
九
九
〇―

〇
〇
三
五

山
形
市
小
荷
駄
町
一―

十
六

寶
隆
院
内

電
話

　〇二
三―

六
二
二―

五
五
八
一

茅
原
秀
英

鈴
木
重
行

最
上
神
司

羽
柴
照
峯

漆
山
弘
禅

土
谷
チ
ヨ

福
田
義
範

清
水
智
英

佐
藤
恒
雄

長
谷
教
勝

大
江
良
憲

尾
森
弘
真

寶
隆
院

妙
見
院

龍
寳
院

帰
命
院

吉
祥
院

清
浄
院

延
命
寺

地
蔵
寺

地
福
寺

長
光
院

良
向
寺

光
明
院

所

長

副
所
長

代
議
員



6

　　 別冊　宗派だより　令和５年１月号

山
形
南
部
宗
務
所

敬
礼
三
宝

〒
九
九
二
ー
一
一
二
三
　
山
形
県
米
沢
市
万
世
町
桑
山
二
九
六
　
普
門
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
二
三
八
ー
二
八
ー
四
〇
五
二

事
務
局

堤
　
全
隆

藤
田
宥
宣

白
幡
慶
悟

月
山
隆
弘

岩
舩
春
海

中
村
俊
勝

荒
沢
教
真

瀧
澤
良
祐

小
関
俊
英

普
門
寺

瑞
光
寺

南
光
院

寳
泉
寺

宝
積
坊

歓
喜
院

田
澤
寺

観
音
寺

大
蔵
寺

会
計

庶
務

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

顧

問

顧

問山
形
南
部
宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
礼
三
宝

岐
阜
宗
務
所

〒
五
〇
二

－

〇
〇
〇
六

岐
阜
市
粟
野
西
六
丁
目
六
六
二

　寶
泉
院
内

電

　話
（
〇
五
八
）
二
三
七

－

一
二
五
九

寶
泉
院

玉
性
院

安
乗
院

貴
寳
院

國
恩
寺

三
光
寺

福
満
寺

佛
眼
院

寳
勝
院

神
留
寺

常
光
寺

小

森

芳

順

玉

護

雅

秀

松

枝

秀

乗

西

部

一

良

森

　
拓

宏

室

戸

賢

道

井

上

政

弘

富

樫

優

王

笹

野

晃

良

小

森

芳

順

玉

護

雅

秀

新
潟
宗
務
所

謹

賀

新

年〒
九
五
八
ー
〇
〇
五
二

村
上
市
八
日
市
五
番
六
七
号

　不
動
院
内

電

　
　話

　〇
二
五
四（
五
六
）七
八
〇
四

小

野

雅

康

富

所

泰

之

山

岸

秀

瑛

栗

田

秀

佑

鷲

尾

明

道

海

南

良

英

渡

部

隆

敬

森

村

政

昭

寶

川

良

隆

藍

川

全

浄

丸

山

亮

浄

吉

井

弘

智

不
動
院

成
就
院

菅
谷
寺

満
願
寺

光
明
院

不
動
院

大
乗
院

光
明
院

祗
興
院

法
音
寺

萬
覚
院

眼
尚
院

宗
務
所
長

副

所

長

副

所

長

中
越
支
所
長

下
越
支
所
長

代

議

員

代

議

員

宗
会
議
員

宗
会
議
員

宗
務
所
顧
問

新
潟
二
酉
会
長

青
年
会
長

外 

宗
務
所
下
寺
院
一
同

謹
賀
新
年

敬
礼
三
宝

三

重

宗

務

所

〒
五
一
三
ー
〇
八
一
九

鈴
鹿
市
肥
田
町
三
六
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ〈
〇
五
九
〉三
八
二
ー
二
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ〈
〇
五
九
〉三
八
二
ー
四
五
二
九

滝
谷
山
不
動
院
内

服
部
秀
快

白
山
良
秀

世
木
英
勝

古
川
朋
玉

杉
村
大
我

永
田
密
山

杉
本
隆
玄

岩
鶴
密
雄

滝
谷
山
不
動
院

地
蔵
院

飯
福
田
寺

大
法
院
一
心
寺

福
満
寺

太
江
寺

無
動
寺

大
宝
院

所

長

副
所
長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

宗
会
議
員

宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
禮
三
寳

謹
賀
新
年

令
和
五
年
元
旦

所
下
一
同
寺
院

大

阪

宗

務

所

〒
五
九
二
―
〇
〇
〇
五

大
阪
府
高
石
市
千
代
田
五
丁
目
二
の
十
一

真
言
宗
醍
醐
派
高
石
山
聖
宝
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

︵
〇
七
二
︶
二
六
一
―
〇
〇
一
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

︵
〇
七
二
︶
二
六
一
―
〇
〇
九
二

広
島
宗
務
所

恭
礼
三
宝

〒
七
二
二―

〇
〇
二
二

広
島
県
尾
道
市
栗
原
町

　
　
　
　
五
七
一
七
番
地
　
明
光
寺
内

電
話
（
〇
八
四
八
）
二
二―

七
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
四
八
）
二
二―

七
八
六
四

村
上
公
明

田
中
明
行

藤
原
達
祐

藤
井
京
山

天
満
千
順

新
宅
正
明

麻
生
紀
雄

堀
川
法
行

麻
生
章
雄

明
光
寺

浄
心
院

永
明
寺

持
善
院

河
内
寺

萬
年
寺

浄
土
寺

善
徳
寺

西
國
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

顧

問

宗
務
所
下
寺
院
住
職
一
同

謹
賀
新
年

美
作
宗
務
所

〒
七
〇
七
―

〇
四
〇
一

岡
山
県
美
作
市
後
山
五
九

道
仙
寺
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
六
八
―

七
八
―

三
四
一
九

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
六
八
―

七
八
―

三
四
九
一

林

　晃
州

後
藤
惠
秀

安
東
法
見

中
井
宏
昌

中
井
秀
芳

神
浦
芳
宏

林

　晃
光

天
德
寺

丸
王
寺

泉
水
寺

金
龍
寺

金
剛
寺

清
樂
院

道
仙
寺

所

長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

山
口
宗
務
所

〒
七
四
〇
―
〇
〇
二
一

山
口
県
岩
国
市
室
の
木
町
三
丁
目
十
九
―
六

地
蔵
院
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
二
七
）
二
一
―

五
二
七
六

河
島
法
照

西
坂
戒
法

水
野
真
道

峯
永
承
岳

藤
原
明
総

濵
田
章
敬

西
山
公
祐

峯
永
承
岳

清
水
浄
恵

地
蔵
院

妙
香
院

宝
地
院

智
福
寺

普
門
寺

来
迎
院

繁
如
院

智
福
寺

眞
覚
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

会

計

監

査

監

査

宗
務
所
下
寺
院
一
同



　　 別冊　宗派だより　令和５年１月号

7

謹
賀
新
年

福
岡
宗
務
所

〒
八
〇
五

－

〇
〇
一
六

北
九
州
市
八
幡
東
区
高
見
五

－

一

－

三
二
（
阿
弥
陀
院
中
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
三
）
六
五
一

－

〇
七
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
三
）
六
五
一

－

〇
七
二
一

浅
井
戒
仁

村
田
憲
昭

櫻
木
良
眞

岩
熊
覚
照

阿
部
英
照

中
村
光
忍

大
久
保
龍
鎧

栗
田
雄
心

秋
元
正
徳

竹
川
明
秀

大
原
弘
敬

丸
塚
快
現

所

長

副
所
長

代
議
員

顧

問

相
談
役

宗
務
所
下
寺
院
教
会
一
同

謹
賀
新
年

島
根
宗
務
所

島
根
県
雲
南
市
木
次
町
下
熊
谷
六
八

事
務
局
　
松
林
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
四
）四
二
ー
三
一
二
七

〒
六
九
九‒
一
三
三
三

福
田 

快
宥

周
藤 

寛
洲

菅
澤  

真
照

稲
田 

寛
賢

山
上 
太
全

祝
部 
明
法

験
馬 
重
弘

祝
部 

明
法

藤
林 

照
賢

藤
原 

豊
善

延
命
寺

城
光
寺

観
音
寺

薬
王
寺

多
福
寺

松
林
寺

松
林
寺

松
林
寺

金
剛
峯
寺

成
覚
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

神
変
担
当
記
者

顧

問

顧

問宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
礼
三
宝

大
分
宗
務
所

〒
八
七
九

－

二
四
七
五

大
分
県
津
久
見
市
堅
浦
六
〇
二
番
地

海
岸
寺
内

　
　
電
　
話
　
〇
九
七
二

－

八
二

－

二
七
〇
五

　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
〇
九
七
二

－

八
二

－

三
〇
九
九

瀧
本
峰
照

原
山
道
永

臼
杵
孝
成

河
野
裕
照

牧
野
環
琇

瀧
本
峰
舜

河
野
景
光

山
村
光
真

海
岸
寺

金
剛
寶
寺

円
寿
寺

吉
祥
寺

薬
師
寺

最
勝
寺

八
坂
寺

明
王
寺

宗
務
所
長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

顧

問

顧

問

顧

問大
分
宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
礼
三
宝

香
川
宗
務
所

〒
七
六
四

－

〇
〇
〇
四

香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
仲
ノ
町
三
番
二
八
号

　
　
　
　電
話
（
〇
八
七
七
）
三
二

－

四
四
〇
七

中
筋
高
照

業
天
智
隆

三
好
祥
徳

所

長

摩
尼
院

副
所
長

十
波
羅

密

　寺

観
音
寺

好
井
栄
章

松
原
知
弘

和
気
正
真

森
口
宜
帝

木
村
勝
美

髙
畑
隆
憲

長
尾
眞
玄

代
議
員

長
徳
寺

乗
蓮
寺

道
隆
寺

伊
福
寺

地
蔵
寺

顧

問

利
益
院

多
聞
院

（
順
不
同
）

敬
礼
三
宝

奈
良
宗
務
所

〒
六
三
〇

－

一
二
四
二

　奈
良
市
大
柳
生
町
一
一
二
三

－

一 

東
福
寺
内

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎（
〇
七
四
二
）
九
三

－

〇
〇
七
八

安
明
寺

教
弘
寺

玄
賓
庵

弘
命
寺

十
輪
院

千
光
寺

大
龍
寺

大
日
寺

転
法
輪
寺

東
光
寺

不
動
院

龍
泉
寺

上
田

　静
伸

藤
原

　豊
善

金
澤

　延
真

谷

　
　法
俊

橋
本

　昌
大

大
塚

　静
弘

津
司

　雅
教

本
岡

　幹
隆

葛
城

　光
龍

小
東

　栄
善

下
市

　明
弘

岡
田

　悦
雄

所
長所

下
寺
院
東
福
寺

村
岸

　定
光

副
所
長

妙
法
寺

大
塚

　知
明

謹
賀
新
年

愛
媛
宗
務
所

宗
務
所
長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

東
禅
寺

明
積
寺

成
願
寺

常
明
寺

蓮
生
寺

八
坂
寺

佐
々
木
康
祐

山
澤
径
法

得
能
金
龍

小
島
直
道

森
岡
文
雄

八
坂
善
教

愛
媛
宗
務
所
下
寺
院
一
同

醍
醐
修
証
会

敬
禮
三
寳

謹
賀
新
年

禰
宜
田
玲
峰

亀
谷
　
昌
栄

西
村
　
泰
清

田
中
　
満
栄

藤
世
　
博
峰

金
田
　
貞
一

室 
 

邦
眞

橋
本
　
久
幸

名
誉
会
長

講
長

会
長

会
長

会
長

会
長

講
長

代
表

名
誉
会
長

会

長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

京
都
入
峰
会

伏
見
大
日
講

京
都
入
峰
会

京
都
伏
見
高
峰
会

大

峯

会

京
都
深
雪
会

奈
良
修
験
講

燈

明

講

敬

礼

三

宝

昨
年
中
は
格
別
の
ご
指
導
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

道
隆
寺

醐
山
青
年
連
合
会

　四
国
支
部

和
気

　正
真

〒
七
六
四

－

〇
〇
二
二

香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
北
鴨
一
丁
目
五

－

四
二

　
　
　
　
　電
話
︵
〇
八
七
七
︶
三
二

－

三
五
七
七

支

部

長

副
支
部
長

事
務
局
長

会

計

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

顧

問

顧

問

顧

問

遠
藤 

大
純

山
澤 

径
法

小
島 

直
道

佐
々
木
智
祥

龍
田 

宥
尚

渡
部 

俊
宗

塩
田 

龍
応

上
戸 

暖
大

八
坂 

善
教

和
気 

正
真

︿
愛
媛 

浄
土
寺
﹀

︿
愛
媛 

明
積
寺
﹀

︿
愛
媛 

常
明
寺
﹀

︿
愛
媛 

妙
楽
寺
﹀

︿
愛
媛 

無
量
寺
﹀

︿
愛
媛 

金
蓮
寺
﹀

︿
徳
島 

大
山
寺
﹀

︿
香
川 

海
岸
寺
﹀

︿
愛
媛 

八
坂
寺
﹀

︿
香
川 

道
隆
寺
﹀

香

川

宗

務

所

長

愛

媛

宗

務

所

長

髙

知

宗

務

所

長
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敬
礼
三
宝

理
源
大
師
御
誕
生
所

四
国
三
十
三
観
音
霊
場
第
三
十
番
札
所

大
本
山

院

家

〒
七
六
三

－

〇
二
二
三

香
川
県
丸
亀
市
本
島
町
泊
八
四
二

電 

話（
〇
八
七
七
）二
七

－

三
二
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
七
七
）二
七

－

三
四
〇
六

E
-m
ail : yam

adera@
niji.or.jp

三

好

祥

徳

　

　

祥

晃

正
覺
院

謹
賀
新
年

敬
禮
三
寶

別
格
本
山

住
職

狗
留
孫
山
修
禅
寺

蓮
住

　信
慶

俊
寛

〒
七
五
〇

－

〇
四
〇
五
　
山
口
県
下
関
市
豊
田
町
杢
路
子
二
六
四
三

電
話
〇
八
三

－

七
六
八

－

〇
三
三
一
　
Ｆ
七
六
八

－

〇
五
五
七

　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
： info@
kurusonzan.or.jp

謹
賀
新
年

金
剛
山

成
就
院

住
職

北
川
大
成

亮
成

成
公

〒
二
三
五

－

〇
〇
二
一

神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
岡
村
四

－

一
七

－

一
一

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
五

－

七
六
一

－

六
八
一
九

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
五

－

七
五
一

－

二
五
二
七

敬
禮
三
寳

高
津
山

報
恩
院
洗
心
会

住
職

法
資

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

大

阪

本

部

和

泉

支

部

灘
・
神
戸
支
部

龍

野

支

部

網

干

支

部

家

島

支

部

藤
﨑
太
孝

藤
﨑
真
孝

報

恩

院

〒
五
四
二

－

〇
〇
七
二

大
阪
市
中
央
区
高
津
一

－

二

－

二
八

☎（
〇
六
）
六
七
六
一

－

〇
五
四
三

謹
賀
新
年

別
格
本
山

代
表
役
員

住

職

阿
彌
陀
院浅

井
戒
仁

槻
田
日
切
地
蔵

大
和
妙
桂

〒
八
〇
五

－

〇
〇
一
六

北
九
州
市
八
幡
東
区
高
見
五
丁
目
一
番
三
二
号

電
　
話
　
〇
九
三
（
六
五
一
）〇
七
〇
四
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
三
（
六
五
一
）〇
七
二
一
番

九
州
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
十
七
番
札
所

九
州
三
十
三
観
音
霊
場
第
三
番
札
所

敬

礼

三

宝

三
重
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場
六
十
七
番
札
所

伊
勢
西
国
十
四
番
札
所

伊
勢
津
七
福
神
一
番
札
所

真
盛
上
人
二
十
五
ヵ
所
霊
場
十
五
番
札
所

〒
五
一
四

－
〇
〇
二
七

三
重
県
津
市
大
門
三
十
二
番
十
九
号

Ｔ
ｅ
ｌ
　
〇
五
九

－

二
二
五

－

四
〇
一
三

Ｆ
ａ
ｘ
　
〇
五
九

－

二
二
六

－

七
〇
五
七

http://w
w
w
.tsukannon.com

/

大
宝
院

院
家

岩
鶴
密
雄

別
格
本
山

観
音
寺

住
職

岩
鶴
密
伝

恵
日
山

敬
礼
三
宝

弘
法
山

田
村
寺

西
光
山

法
龍
寺

住
職

田
村
密
鏡

田
村
眞
悠

田
村
眞
海

〒
五
一
〇

－

八
〇
二
三

三
重
県
四
日
市
市
西
富
田
二

－

五

－

六

電
　
話
　
〇
五
九
三

－

六
五

－

二
九
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
九
三

－

六
五

－

二
九
七
六

謹
賀
新
年

大
聖
山

住
職
　藤
澤
寛
秀

後
住
　藤
澤
康
行

不

動

寺

近
畿
三
十
六
不
動
尊
八
番
霊
場

摂
津
国
八
十
八
ヶ
所
八
番
霊
場

〒
五
六
〇

－

〇
〇
五
六

大
阪
府
豊
中
市
宮
山
町
四

－

七

－

二

電
　
話
〇
六

－

六
八
五
五

－

〇
〇
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六

－

六
八
五
五

－

三
二
一
九

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://fud
o
uji.jp

E
-m
ail ; in

fo
w
eb
@
fud
o
uji.jp
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敬
礼
三
宝

不
動
院大

原

　弘
敬

　
　
　
　
　

　
　
　成
敬

鎮
護
国
家
と
皆
々
様
の
御
平
安
を

切
に
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に

本
年
も
な
お
一
層
の
ご
厚
誼
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

九
州
三
十
六
不
動
霊
場
札
所

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
札
所

〒
八
〇
〇

－

〇
一
一
四

福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
吉
志
一
七
一

－

三

　
　電
話
（
〇
九
三
）
四
八
一

－

一
〇
四
四

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

新
年
年
賀
名
刺
交
換
広
告
に

ご
協
賛
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御

　礼

謹

賀

新

年

謹

賀

新

年

西
国
第
十
二
番
札
所

〒
五
二
〇

－

〇
八
六
九

滋
賀
県
大
津
市
石
山
内
畑
町
八
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
七

－

五
三
四

－
二
四
一
二

〒
六
一
九

－

一
二
〇
二

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町

　
　
　大
字
原
山
小
字
鷲
峯
山
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
〇

－

三
〇
三
一

－

八
八
一
七

岩
間
山
　正
法
寺

別
格
本
山
金
胎
寺

敬

礼

三

宝

大
島
山

　善
光
寺

大

道

厳

猛

〒
六
七
八

−

〇
〇
五
一

兵
庫
県
相
生
市
那
波
大
浜
町
二
十
五

−

十
一

電

　話
︵
〇
七
九
一
︶

−

二
二

−

一
五
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
七
九
一
︶

−

二
二

−

五
九
六
八

全
国
善
光
寺
巡
り
御
朱
印
所

謹
賀
新
年

敬
禮
三
寳

大
師
山大

塚

知

明

妙

法

寺

〒
六
三
九

－

三
一
一
一

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
上
市
二
一
〇
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
六

－

三
二

－

二
六
〇
一

五
大
力
尊
仁
王
会
前
行

参
座
・
添
護
摩
木
祈
願
・
献
灯
・
献
酒
の
ご
案
内

毎
年
、「
五
大
力
さ
ん
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
、
醍
醐
寺
最
大
の
行
事

「
五
大
力
尊
仁
王
会
法
要
」
が
二
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
法
要
に
先

立
ち
七
日
間
、
二
十
一
座
の
「
五
大
力
尊
仁
王
会
前
行
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
前
行
法
要
期
間
中
、
ご
信
心
各
位
の
添
え
護
摩
の
ご
祈
願
、
ロ
ー
ソ
ク
ご

献
灯
、
五
大
力
酒
の
お
申
し
受
け
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

前
行
法
要
日
程

十
五
日（
水
）　　
　
　

十
五
時
（
開
白
）

十
六
日（
木
）　　
　
　

六
時　
　
　

十
時　
　
　

十
五
時

十
七
日（
金
）　　
　
　

六
時　
　
　

十
時　
　
　

十
五
時

十
八
日（
土
）　　
　
　

六
時　
　
　

九
時　
　
　

十
三
時
（
中
日
）　

十
五
時

十
九
日（
日
）　　
　
　

六
時　
　
　

九
時　
　
　

十
三
時　
　
　
　
　

十
五
時

二
十
日（
月
）　　
　
　

六
時　
　
　

九
時　
　
　

十
三
時　
　
　
　
　

十
五
時

二
十
一
日（
火
）　　
　

六
時　
　
　

十
時
（
結
願
）

※
例
年
、
金
堂
内
で
ご
参
座
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
前
行
法
要
に
つ
き
ま
し
て
は

　

本
年
は
、
人
数
を
制
限
し
て
の
ご
参
座
と
い
た
し
ま
す
。

添
護
摩
木
祈
願
・
ロ
ー
ソ
ク
献
灯
・
五
大
力
酒
献
酒

添
護
摩
木
祈
願
：
一
願　
　

三
百
円
・
五
百
円

ロ
ー
ソ
ク
献
灯
：
一
灯　
　

五
百
円　
　

：
全
座
献
灯　
　

一
万
円

五
大
力
酒
献
酒
：
一
本　
　

三
千
円

場
所　
　

総
本
山　

醍
醐
寺　
　
　

金
堂

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
醍
醐
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

五
大
力
鏡
餅
の
ご
奉
納
の
ご
案
内

　

皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
五
大
力
鏡
餅
に
は
、
願
主
（
ご
施
主
様
）

の
七
難
即
滅
・
七
福
即
生
の
祈
り
を
こ
め
、
大
法
要
当
日
、
五
大
力
尊
ご
宝
前
に

お
供
え
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
ご
縁
に
ご
結
縁
い
た
だ
き
、
是
非
と
も
五
大
力
鏡
餅
の

ご
奉
納
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奉
納
鏡
餅
　　

・
五
斗
（
四
口
相
当
）　

一
重　

二
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

・
二
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

・
一
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
万
円

　

※
一
口
は
木
札
、
二
口
は
駒
札
に
て
ご
施
主
様
名
を
掲
出
い
た
し
ま
す
。
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大
住
法
衣
店

・
午
前
十
時
三
十
分
～
　
・
午
後
一
時
三
十
分
～

●
当
日
、
清
瀧
宮
拝
殿
に
て
写
経
さ
れ
た
方
は
、
五
重
大
塔

　

御
開
扉
法
要
中
（
約
一
時
間
）
に
、
写
経
を
奉
納
で
き
ま
す
。

●『
高
王
十
句
観
音
経
』
写
経
奉
納
料　
　
　

千
円

　

※
な
お
、
別
途
醍
醐
寺
拝
観
料
が
必
要
で
す
。

毎
月
二
十
九
日

国
宝
・
五
重
大
塔
御
開
扉
納
経
法
要
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真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）では、神変別冊の
アーカイブ（過去号）をご覧になれ、必要書類の	
ダウンロードもできますので、ご利用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。

醍醐寺売店　今月のおすすめ品
【醍醐寺銘菓　力餅】
内 容 量／８個入り
日 持 ち／ 30日以上
特定原材料等／なし
販売価格／ 850円（税込）

醍醐寺の最も有名なお土産といっても過言ではない商品
で、ニッキの風味が癖になります。ぜひご賞味ください。

https://daigoji-ugetsu.raku-uru.jp

お問い合わせ先　三宝院売店
TEL/FAX 075-571-0112


